チェックリスト（平野ゾーン）
	
	景観形成基準
	左記の景観形成基準を満たすための具体的な手法等について記載してください。
	適否

	配置
	□周辺の田園景観や集落景観等との調和や連続性に配慮した配置とするよう努める。
	
	

	
	□ゆとりある空間を創出するよう、道路や隣地との距離を確保するよう努める。
	
	

	高さ・規模
	□周辺の田園景観や集落景観等との調和に配慮し、まとまりのある高さ・規模となるよう努める。
	
	

	
	□山すそや脊振山系等の山々への眺望景観に配慮し、その稜線を乱すような高さとならないよう努める。
	
	


	形態・意匠
	□周辺の田園景観や集落景観等との調和に配慮し、落ち着きのある形態・意匠となるよう努める。
	
	

	
	□高層または長大な壁面となる場合は、建築物等の分節化等により、圧迫感や威圧感を軽減するよう努める。
	
	

	
	□周辺の景観に配慮した素材を使用するよう努める。
	
	

	色彩
	□マンセル表色系を用いた色彩基準を守る。


	
	

	
	□周辺の田園景観や集落景観等と調和し、落ち着いた色彩となるよう努める。
	
	

	
	□使用する色彩の数は、できるだけ少なくするよう努める。
	
	

	
	□対比効果の大きい色彩の組み合わせは避けるよう努める。
	
	

	屋外設備等
	□屋上設備は、敷地外から見えないよう努める。
	
	

	
	□屋外階段、配管等は、形態や色彩などの工夫により建築物本体と調和するよう努める。
	
	

	
	□付属施設である給水室、電気室、ごみ置場、倉庫等は、通りから見えない場所に設けるか、建築物本体と調和するよう形態や色彩などを工夫し、周辺景観と調和するよう努める。
	
	

	
	□地域の夜間景観を損なうような過度の明るさや色彩の照明を用いないよう努める。また、周辺住民の生活環境への影響を考慮したものとする。
	
	

	外構・緑化
	□駐車場は、通りから見て目立たないよう配慮した配置や形態・意匠とする。
	
	

	
	□柵、塀、門は、形態や色彩を工夫し、周辺景観と調和するよう努める。
	
	

	
	□敷地内のオープンスペースはできるだけ緑化に努める。特に、道路等の公共空間から見える場所は、積極的な緑化に努める。また、緑化にあたっては、山すそや脊振山系等の山々、広大な田園等への眺望景観に配慮する。
	
	

	
	□緑化にあたっては、周辺の緑化状況や地域の特性を踏まえた樹種を選定するよう努める。また、できるだけ中高木を組み合わせた構成となるよう努める。
	
	

	
	□敷地内に樹容または樹勢の優れた樹木がある場合は、できるだけ保存するよう努める。
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